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はじめに ではないかと懸念・危倶されており捕獲数も１人１日２～３頭

である。最近，島内への観光客が著しく増加し島の人口も徐々

に増加しており，それに伴って外食産業が増大し,リュウキュウイ

ノシシの食肉としての需要が急速に高まってきている。

本研究は，以上のような背景のもとに適切で持続可能な狩猟

を構築することを目的とし，リュウキュウイノシシにかかわる餌植物，

解体方法および食肉としての利用実態について明らかにした。

西表島は面積約281.27k,2で,わが国最南端の八重山群島に

属し，沖縄県では沖縄島に次いで，二番目に大きい島である。

島のほとんどが山岳によって占められ,その約90％が熱帯・亜熱

帯の照葉樹林によっておおわれている。日本最大の秘境，俗に

｢東洋のガラパゴス」と呼ばれ，森林には，大型哺乳動物のリュ

ウキュウイノシシ，イリオモテヤマネコが生息している。

リュウキュウイノシシは，地元では古くから動物性蛋白源として

利用されてきたが,その保護,増殖等の生態学的研究,食用資源

的な利用に関する知見はほとんど見受けられない。このような生

態学的研究は，今後の専門家の研究を待つことし，ここでは，

西表島におけるリュウキュウイノシシ猟にまつわる森林植物，食

用資源および民俗学的視点から調査を行った。

イノシシは全国的に一般狩猟対象獣となっており，食用として

も高い評価がある。同様に西表島のイノシシも住民の間で害獣，

狩猟，食用として生活に深い関わりを持っている。

西表島のリュウキュウイノシシは，同島の自然と人間生活との共

存の中で維持されてきた。前報''2)で論じたように，以前は西表

島では１人１日15～16頭も捕獲できた時代もあったが，現在で

は狩猟者が増え,リュウキュウイノシシの生息数が減少しているの

調査方法

１．狩猟制度と狩猟期間

日本における狩猟制度と狩猟期間について既往文献を調査し

た。

２．餌植物

イノシシは雑食性といわれ，主に植物性の餌を好んで採食い

ているが，餌となる植物種と，採食器官を調査した。

３．食用資源

イノシシの解体方法および肉，骨，内臓などの利用方法を調

査した。

＊ColTespondingauthor（E-mail：iIiomote＠eve・u-ryukyu・acjp）
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Figlイノシシの餌資源植物と採食時期

調査結果 1978年頃まで狩猟期間や狩猟免許に関わりなく狩猟が行われて

いた。現在は11月１５日から翌年の２月１５日までの解禁期間の

み，狩猟者登録を行った者だけが狩猟をすることができることに

なった。〕）

２．餌植物

イノシシは雑食性といわれるが，多くは植物質のものを採食す

る。これまで森林内，廃田跡，耕作地を調査し，狩猟者等に聞

き取り調査を行った結果，Fig.１にイノシシの餌植物を示した。

これからイノシシが採食している植物は，現在確認できているの

は30種あることがわかった。季節でみると９月から翌年の４月ま

では好んで餌としている木の実が多くあることがわかった。６～

９月頃にかけては，木の実などが少なく，畑地に侵入してパイ

ナップル，バナナ類，ミカン類，イモ類など，農作物の被害もこ

の時期に多くみられた。最も好む物はブナ科のｲタジイ（ctzFlmmpsjF

s花boはi）やオキナワウラジロガシ（QWejmFmiwJgii）の堅果

(ドングリ）で，タプノキ（PC"“肋""6蛇")，シャリンバイ

(ＲｈｑＰｈｍ妙zsmdicqsdp・wm6e"b､)，モクタチバナ（』ﾊﾟｵIFiq

Siebo碗）など，その他に多くの植物の果実，根，葉やFig､２

のようにツルアダンやパイナップル，アダンなど芯の軟らかい部

分を採食した。採食植物を季節でみると，春から初夏にかけて

はタケノコやタプノキ類などの果実を採食し，夏から初秋はギラ

ンイヌビワ（FmJswagzJmwmqycomomMBs)，アダン（Rmdh"ws

odbmtjs5jm”)，シャリンバイなどの果実を採食した。秋から冬に

はドングリなどの堅果類や他の果実なども多く，この時期になると

イノシシの脂肪も増えてくる。イタジイ，オキナワウラジロガシなど

狩猟制度と狩猟期間１

大日本猟友会の狩猟読本，)によれば，狩猟とは基本的に鳥

獣を捕獲する行為であるが，野生鳥獣の肉を楽しむ，田畑を荒

らす鳥獣の捕獲，増えすぎた鳥獣の数を間引く，伝統的な捕獲

技術や文化を継承するなどさまざまな目的があり，また環境省]）

によれば，趣味としての楽しみ，自然資源の持続的利用，農林

水産業被害の予防，日本在来種の保護等を狩猟の意義や役割

として述べている。

イノシシをはじめとした鳥獣の狩猟に関する制度として，鳥獣

保護法４１がある。日本における鳥獣保護法の起源は1873年に

制定された鳥獣猟規則だといわれ，変遷の歴史を経て現在の鳥

獣保護法へとなっている｡｡常田０によると初期の頃には狩猟を

行うための最低限のルールを整備することが課題とされ，銃猟に

対する免許制度や発砲の制限，毒物などの使用禁止など主に

住民生活の安全を目的とし，狩猟対象となる鳥獣を限定しておら

ずワナや網など銃以外の狩猟方法に対しては規制がなかった。

1118年の狩猟法全面改正4)で保護鳥獣を指定する制度から狩

猟できる鳥獣を指定する制度へと変わり，狩猟鳥獣の捕獲の制

限や狩猟期間の制限などが設けられている。沖縄県で鳥獣保護

制度がいつ頃から導入されたか文献等は検索することは出来な

かったが，1972年，本土復帰後から導入されたのではないかと

考えられる。しかし，これまで著者・石垣らが狩猟を行ってきた

経緯や，狩猟経験者からの聞き取りでは，西表島においては，

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｎｍｍ
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ソメモノイモ（Ｍ７ﾉ西北/7/αが"C/ＯＪ７ｑＶＱ八／O"7e,?/“α）の塊根や，

クワズイモ（』/ocqly/αｏ巾,α）などの茎などは，常時餌としてい

るのではなく時々採食している。ソメモノイモの塊根は畜産農家

(－部）などでも仔牛の下痢止めの予防薬として利用している。

クワズイモの茎根にはシュウ酸が含まれているといわれ,5）な

ぜ，毒性のある植物を採食するか不明であるが，これは，餌とし

てではなく体調を整える役目があるのではないかと考えられた。

その他，昆虫類カニ，ミミズ，ヘビなども食べていた。

３．イノシシの捕獲方法

西表島におけるリュウキュウイノシシの，狩猟方法と変遷につ

いては前報で明らかにした。')イノシシは見たイメージとは違い学

習能力が高いといわれ(i)，敵対する者に対しては決してひるまず

に向かっていき，捕獲方法と対処の仕方によっては非常に危険

な動物である。西表島のイノシシ猟は，主としてハネ罠を使うが

時には熟練の猟師でも危険を伴い，負傷することもある。負傷

の原因は罠に掛かったイノシシがワイヤーを切ってしまったときや，

イノシシが動き回れる範囲に猟師が侵入したときなどに起きる。

危険を回避するためには，罠を仕掛ける場所の選定が重要であ

る。ハネ罠の設置は，捕獲されたイノシシのワイヤーが巻き付き

やすい立木やツルアダンなどの蔓性植物が多くある場所を選定

することである。ワイヤーがこれらの植物に巻き付くことにより，イ

ノシシの動く範囲が狭まり危害を防止し，安全に捕獲することが

できる。イノシシが罠に掛かっているのを確認したら，ワイヤーの

ねじれや切MITなどがないかを注意深く点検するとともに，イノシシ

の動ける範囲を察知することが安全上大事なことである。安全確

認が出来たら早めに周辺から長さ40～50cmの握りやすい太さの

木（こん棒）を切り，そのこん棒でたたいて仕留める。こん棒を

使用することは野生の攻撃的なイノシシを仕留める手段として安

全で，危害を早く回避することができる。

４．イノシシの解体方法

西表,島のイノシシ解体は，Fig.５からFig.８に示したとおりであ

る。他の地域（本土）にみられるような皮を剥ぐ方法と異なり体

毛を焼くことから始まる。従来焼く材料としてイネ蘂，枯れた竹，

シュロの枯葉などが利用されてきた。しかしこの方法では焼きむ

らがあり，時には体毛が残ってしまうこともあった。焼く植物材料

を集めるにも時間を要し，雨天時は点火や焼くのに時間を要す

る。そのため1980年後半頃からガスバーナが利用されている。

Fig2ツルアダンの軟らかい芯を食べた跡

lil蕊iii繼i11iiilii鍵iii鑿！ 中の胚を食べた跡
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Fig.３イタジイのドングリを食べた跡

Fig4バショウの幹を倒し中の芯を食べた後

の堅果類はロで殻を割り，Ｆｉｇ３に示すように中身（胚）を上

手に取り出して食べ，ミカンなどは前足を使って皮を剥ぎ果肉だ

けを取り出して食べる。バナナはFig.４に示すように地上部を地

際から押し倒して幹の中心部の芯を食べる。天然林の樹木の結

実量は，当年に来襲する台風の風力や頻度により異なる。台風

の来襲はイノシシの栄養状態に影響を及ぼし，台風被害の大き

い翌年は体重が減って痩せ細り，山中で幼獣などの死亡した個

体を見かけることもある。また，ハイキビ（Pα"jCZ"７１７CPC'7s)，マ

コモ（ZjzaJ7iα/α/（/b/iα）などの根などは周年を通じて採食してい

る。 Fig.５体毛を焼く前の状態
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次に，頭と胴体を首の所から切り離し，胴体を（腹を上にして）

前から尾の方へ切り開き，内臓を取り出す。雄の場合は尿道を

切り取らないよう注意する。尿は臭いがきついので肉などに掛か

らないように注意する。できれば体毛を焼く時，または洗い流し

ている時に尿を絞り出すほうが良い。開腹した肉とアバラ骨の部

分を別々に剥ぎ分け，その後，肉から足を切りはずす。内蔵は

レバー，肺，腸（大腸と小腸）を別々に切り分け，胆のうは潰

さないようにレバーから切りはずす。胆汁は苦みが強く，潰して

肉や内lllMiなどにかかってしまうと商品価値がなくなる。狩猟動物

であるイノシシは，と畜場法に基づく検査（と畜検査）の対象に

はされておらず，販売目的の解体については衛生上の観点から，

食肉加工処理施設が必要である。７，s）

５．利用

解体した肉は，Ｆｉｇ９からFig.１０に示すように各部位ごとに細

かく切り分けず、利用者の好み（カタ，ロース，バラ，モモ）で

選別される。イノシシの肉は,臭みがあって苦手とする人が多い。

五

Fig.６焼きあげた後の状態
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Fig.７焼き跡洗い流して解体する

Fig.９内臓を出し調整後利用する

Fig.８開腹し内臓を出す

ｇＦ－－唖苧識臣舶
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凹由ゼ

｣緤蝋i11鍵1灘|臘灘響ガスバーナを使用する長所は何時でも，何処でも手軽に直ちに

使用可能で時間の短縮，焼きむらがなく均一に焼き仕上げがで

きることである。焼き時間は１０～２０分ほどで，焼き度の目安とし

て体皮が褐色になるまで焼く（Fig.6)。焼き終わると，水をかけ

包丁などで表皮を薄く削り取り，金属製タワシなどを使って皮が

白くなるまで擦ってこげ後を洗いおとす。解体を始める前に解体

用道具，包丁（家庭用)，骨切りナタを準備する。最近では包

丁の代用に牛刀が使用されている。

噸漉

毒Ｌ勾撰

Fig.１０骨,肉,足の部分に分ける

イノシシ特有の臭さは脂肪に由来するものとしているが，，)その

臭さは脂肪よりも血あると考えられる。西表島のイノシシ罠猟で捕

獲されたイノシシは，ほとんどが血抜きの処理がされずに解体さ

れるため，肉や臓器に血がそのまま残っており調理をすると野生
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独特の臭みが出てくる。猟師によっては血抜きをするが，血抜き

されたイノシシ肉はうすい赤みを帯びた色をし，調理をしても臭

みが少ない。イノシシ肉の美味しさは脂肪の量よって異なる。肥

えたイノシシの肉は，首のロースにサシ（脂肪）が入り軟らかく

絶品である。肉の風味は採食する餌などによっても違いがあり，

ドングリなどの結実の多い年はイノシシの脂肪が多く，肉や内臓

に香ばしさがある。痩せているイノシシの肉や内臓は肥えていて

脂肪が多いイノシシに比べると臭みがある。

イノシシの肉は１歳半から２歳半頃，体重18～28kgが軟らか

く旨味がある。それ以下の体重だと軟らかさはあるが旨味がなく，

それ以上の体重だと旨味はあるが肉が硬く，イノシシ特有の臭み

が強くなる。雌雄別では，雌よりも雄のほうが軟らかく好まれる。

しかし，このような野生イノシシ特有の臭みを好む人もいる。石

井７）らによると人工飼育されたイノシシは，ウシやブタと同様に

性別，年齢，去勢の有無，与えている餌によって肉質が異なり，

品種や系統が固定していないので家畜種とくらべて個体差があり，

これは野生種であるイノシシの特徴だろうとしている。これらの事

からイノシシの肉は，年齢，体重，雌雄，採食する餌や季節に

より肉質に違いがみられ，また，特有の臭さは脂肪よりも血に関

わりがあるものと考えられる。

イノシシの肉は鍋物，チャンプル，焼き肉などに調理され，胴

体（ハラミ）の部分はサシミなどに多く調理されている。頭は上

顎，下顎に切り離し，鼻は切りとる。骨はアバラ骨，背骨に分け

食べやすい大きさに切り，足も同様に切りわける。頭，骨，内

臓はイノシシ汁として一括に調理され，頭皮は炊きあがると剥ぎ

取り，切りなおして醤油，塩などをつけて食べる。レバーは苑で

て塩で食するかガスなどで焼いて食べる。内蔵はその他に肉，

血，野菜（ニンニク葉）などを混ぜた血いりち（妙め物）があ

る。イノシシ汁は内臓の有無によって旨味に違いがあり内臓を入

れたイノシシ汁が好まれる。その他，蹄は最近では利用されて

いないが，長老の新城寛好氏（86才）によれば以前は白い蹄

はフィラリアの薬として利用されていたと言われている。胆のう

(い）は，「クマのい（胆のう)」などのように肝臓の薬として

利用されていた｡１ｍ

要な生業の一つで，捕獲，解体，利用のそれぞれの方法にも

変j畷があり，イノシシ猟の一連の行為は島の人々の食生活と歴

史的に、今日的にも深い関わりをもっている。

最近，ややスポーツ化したイノシシ狩猟には，自然環境保謹

の面から考慮しなければならない課題もあるが，人々の暮らしの

歴史からみると，狩猟そのものを回避することはできないであろう。

持続的なイノシシ猟を行うためには，伝統的な島の暮らしと自然

生態系の共存を図っていくことが重要である。

要約

近年，イノシシ肉はグルメプーム，観光ブーム，村おこしブー

ムなどにより商品化が高まりつつある。西表島におけるリュウキュ

ウイノシシと餌資源である森林植物との関係，解体および利用方

法を明らかにし，将来的に持続可能な狩猟を行い，食用資源と

しての需要を図ることを目的とした。

調査の結果，西表島のリュウキュウイノシシはﾄﾞングリ（イタジ

イ，オキナワウラジロガシ）などの堅果類を好み，その他主に植

物性のものを採食し，餌資源植物には30種あることがわかった。

イノシシ肉は，採食する餌の種類，季節により肉質に違いがみら

れ，旨味は脂肪の量に関係し，特有の臭さは血にかかわりがあ

ると考えられた。

引用文献

１）石垣長礎，新里孝和，新本光孝．2006．西表島における

イノシシ猟の伝統技術と実状．琉球大学農学部学術報告．

５３:11-18

２）石垣長礎，新里孝和，安里練雄，新本光孝，呉立潮．

2007．西表島における森林植物とイノシシ猟について．九

州森林研究．6051-54

３）大日本猟友会ﾕ003.狩猟読本,大日本猟友会，東京，ｐｐ２４５

４）常田邦彦.2001.イノシシと人間，共に生きる「鳥獣保護制

度とイノシシ管理」高橋春成編，古今轡院，東京，pp244‐

２５７

５）新報出版．1985．原色版沖縄園芸百科．（株）新報出版．

沖縄、pp573

６）江口祐輔.2003.イノシシから田畑を守る，農文協，東京，

ｐＰ」4９

７）石井利明.2001.イノシシと人間’共に生きる「食肉資源とし

てのイノシシ」高橋春成編，古今書院，東京，pp327-339

８）琉球新報.2006.イノシシ肉適切処理を，沖縄，

９）赤星心.2001.イノシシと人間，共に生きる「イノシシのま

ち」高橋春成編，古今書院ｂ東京，pp290-314

10）山口保明.2001.宮崎の狩猟，「その伝承と生活を中心に」

みやざき文庫，宮崎，pP341

考察

西表島は島のほとんどが山岳によって占められ，面積の約９０

％が亜熱帯照葉樹林によっておおわれ，大小多くの河川が流れ

ている。

このような自然環境は，鳥獣の生息や繁殖に適し，山地から

平地まで木の実をはじめ小動物や昆虫などを含めた，鳥獣の食

性を満たすものが生育している。リュウキュウイノシシの好物であ

るドングリを生産するイタジイやオキナワウラジロガシなどの樹種

は西表島の植生の優占種として多く生育している。リュウキュウイ

ノシシの繁殖，肉質は森林の餌資源植物の豊凶と関係し，その

生態は島の自然と強く結びついている。

このような自然環境を活かした狩猟は，島の暮らしにとって童


